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研究概要
とりわけ DX で言われるように、今後の社会のあり方を激変させる可能性をもつ工学系の研究者、特に、申請者が

所属する情報系の研究者においては、社会の要請を受けいれるだけでなく、社会を創造する役割を担っている。本研

究は、RRI の考え方の拡張を通じて、社会を創造する情報科学者のあり方を考えるものである。

幅広いアクターの参加、応答可能性、フィードバックを通じて、アカデミアと社会の多様なステークホルダーとのコミュ

ニケーション増進を目指す「責任ある研究とイノベーション」(=RRI) の考え方は、社会における科学研究の現代的な

理念を追求するものである。その一方で、RRI に対しては、前提とされる科学者像が、社会的責任が欠如したものに

固定されているという批判がある。本研究は、情報科学者の個人の価値観のあり方に注目し、RRI に見られる科学者

像を拡張することを目指す。

科学者像を拡張するにあたって、本研究は、ポストモダン思想ないしネオプラグマティズムといった現代哲学の人間

像を用いる。①人間の個体性は認めるが私秘性を認めない、②価値を前提としない人間の探求活動を認めない、この

ような特徴を併せ持つポストモダン思想ないしネオプラグマティズムの人間像は、個人や集団の多様な価値観を肯定し

たうえでの、真理や社会のあり方を問うという現代的な問題関心の下で構想されたものであり、新たな科学者像を考え

るうえでの適切な基盤を提供すると考えられる。本研究は、新たな情報科学者像を提示するための文献調査と、実際

に活動する情報科学研究者とのディスカッションを通じて、RRI の考え方を批判的に検討することからなる。
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